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"ーー ラ ニン マン シラ 


プラ マ バ カ は 生ま れ て プラ マ の 世界 で 6 回 生ま れ 変わ り ま し た 。 彼 は ブラ マ の 世界 で 
長い 間 住 ん を で いま し た の で 役 は 出生 と 死亡 に つい て の プロ セス を 忘れ て し まっ た 為 、 彼 は 
氷 久 に 生き る 事 が 出来 る も の と 思い まし た 。 彼 は 釈 章 の 前 で も その よう に 自慢 を し て い . 
まし た 。 又 、 彼 は ゴー タマ 釈尊 の 前 に 他 の 釈尊 達 が いま し た 。 し か し 彼 等 は 全部 死に 絶 
えて 彼 等 が 何処 に 言っ た か は 解ら な いと 言い まし た 。 彼 は それ で も その 釈 章 が 彼 の 教え 
に 従い 、 同 じ 神 の 光栄 を 楽し む よ う 提 案 し まし た 。 その 釈 尊 は プラ マ バ カ の 誤り を 指摘 
し プラ マ の 世界 の 6 つの 耐 者 の 誕生 の 背景 と な る その 理由 を 説明 し まし た 。 その 釈 部 の 
品 教 の 最後 に 、 プ ラマ バカ は 駅 韻 は 正しい と 告白 し て 釈尊 の 社会 的 優越 を 認識 し まし た 。 

そし て 彼 は トリ プ ジ ェ ム の 中 に 人 逃避 し まし た 。 
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We record here our most cordial appreclation of the gesture of 
Mr. and Mrs. Hiroshi Yada whose gracious contribution has made it 

possible to publish one thousand copies of this book. Mr. and Mrs. Hirosht Yada, 
have always very generously and with great devotion, promoted the cause of Buddhism 
worldwide. As pious and dedicated Buddhists, they have amassed a great store of merit 

by their activities towards the progress of Buddhism. Their present donation, 1S yet 

another step in their service to the Buddha, the Dhamma and the Sangha. 
The knowledge and the piety generated by this publication 
will continue toO groW Over many yeaTS tO Come. 


May the blessings of the Triple rem 
make them and all their people hapDy, 
prosDerous, healthy and long lived. 


VEN. WERAGoODA SARADA MAHA 1HERO 







1 神 の 国 ト ウシ タ に 住ん で いた 私 達 の 未来 の ゴ ダ マ 尊 
で ある プー デイ サッ タ は 、 他 の 神々 (デー バ ) 達 か ら 、 こ 


2 その 頃 イ ンド で は 、 エ サラ (7 月 ) 祭 を 祝っ て いま し た 。 プ ブー 
| デイ サッ タ の 未来 の 両親 で ある 、 マ ハマ ヤ 女 王 と ス ド ダ ナ 王 も また 
その お 祝い に 参加 し て いま し た 。 










3 7 月 の 満月 の 日 、 女 王 は シラ ( 神 の 教え ) を 実行 し ま 


し た 。 その 日 の 慈善 行事 で 疲れ 果て た 夜 、 彼 女 は 休息 を 取 
る た め 早 め に 床 に つき まし た 。 


4 明け 方 に な っ て 、 女 王 は 素敵 な 夢 を 見 まし た 。 そ れ は 、 四 人 
の 女神 、 つ まり 四 人 の 神 の 妻 が 、 女 王 を ヒマ ラ ヤ 山脈 に 連れ て 行 


っ だ) で も た だ 。 


5 そこ で 、 女 王 は 湖 で 浴 を させ られ 、 黄 金 の ベッ ト に 連れ て 行か れ 
まし た 。 床 に 横 に な っ て いる と 、 白 い 百 合 の 花 を 上 鼻 に の せ た 美 し い 白 銀 
旧 蘭 が 彼女 に 近づき まし た 。 そ し て 、 彼 女 の 右 側 か ら お 腹 に 入っ て 来 ま し た 





6 その 瞬間 、 私 達 の ブ プー デイ サッ タ は 天国 を 離れ て 女王 の 胎 内 に 
和 宿り まし た 。 そ れ が 女王 の 見 た 夢 の 意 味 し た も の だ っ た の で す 。 


7 翌朝 、 マ ハマ ヤ 女 王 は その 夢 に つい て 王様 に 話し まし た 。 土 
様 は すぐ に 女王 の 夢 を 解き 8 明か す た め 、 最 も 知恵 の ある 八 人 の 家 
来 を 呼び 出し まし た 。 





「 9 し か し 、 そ の 八 人 の 内 で 最も 年 者 い コン ダン ニャ だ け は 、「 い いえ 
| 陸 下 、 王子 は 必ず 完全 に 悟り を 開か れる 方 に な る に ちがい あり ませ ん 。 
8 その 八 人 の 内 七 人 は 、「 女 王様 は 非常 に 高貴 な 男 の お 子 杜 議 と 言い まし た 。 こ の 家 来 は 、 後 に 釈尊 の 弟子 と な り 、 ま た 、 仏 教徒 の 上 


を 宿 さ れ ま し た 。 その 方 は 将来 、 世 界 の 君主 ある い は 完全 に 1 本 議 で 最初 の アラ ハン ト (聖者 ) に な り ま し た 。 
り を 開か れ た 方 に な る で し ょ う 。 」 と 予言 し まし た 。 ji ジテ ニー < ee 


計 = 


ー ーー 
< 還 ます 紀 : 


れ ま し た 。 


1 1 デバ ダ ハ に 行く 途中 、 女 王 は ルン ビニ 公園 で 、 奇 肌 な 
花々 に 魅せ られ まし た 。 そ し て し ば らく の 間 、 そ の 景色 を 楽 
し むこ と に し まし た 。 


間もなく 女王 は 子ども を 産む こと に な り ま し た 。 
ある 日 、 彼 女 は 王様 に デバ ダ ハ に 住む 両親 の 所 に 
行き た いと 言い まし た 。 王様 は 快く 女王 の 言う こ 
ご 信 同 し まし た 。 
















th ii キー テー 
1 3 女王 は 紀元 前 623 年 上 

ルン ビニ 公園 に いる 間 に 、 突 然 女王 の 陣 計 縛 還 ペナ ク ( 生 月 ) の 満月 の 日 [ 
サラ ソウ 樹 の 下 に 立っ た まき 上 


痛 が 始ま り まし た 。 8 







了 。 ホホ ちゃ ん 
ーー 


し た 。 4 









を 出産 し ま 


: ま 


、 


1 4 僅 大 な 修道 代 で ある カラ デバ ラ は 、 そ の 出産 の 話 を 聞い て 赤 ち 
ゃ ん を 見 に 行き まし た 。 土 様 は 赤ちゃん を 連れ て 行き 、 カ ラ デ バ ラ 修 
道代 に 向かっ て お じ ぎ を させ よう と し まし た 。 











に っ 





入 
1 5 し か し 、 王 子 の 足 は 向き を 変え て 、 カ 
ラ デ バ ラ 修 道代 の 頭 の 上 に 置か れ ま し た 。 修 
道 借 は 王子 が 偉大 な 存在 に な る で あろ うこ と 
を 知り まし た 。 


千 補 







1 7 その 年 の 土地 の 耕し 始め の 儀式 を と り 
ーー ンプ 行っ て いる 時 、 よ ちょ よ ち 歩 き の 王子 は バラ リ 
ーー ーー アン / ぎ ./ ( ン ゴ の 木の下 に 座っ て 初め て の 深い 眼 想 に 入 










1 8 その 様子 に 玄 れ を 感じ 、 土 様 は 
忠 子 に 爺 意 を 払い まし た 。 
4 









16 その 赤ちゃん を 観察 じ 
た 後 で 、 カ ラ デ バ ラ 修 道 僧 は 
敏和 括 み 、 そ れ か ら 泣 き 出 し ま 
し た 。 心配 する 赤ちゃん の 両 
親 に 、 彼 は こう 告げ まし た 。 
「 私 が 徴 笑 ん だ の は 、 こ の 王 
子 が つい に は 駅 尊 に な られ る ' | 誠人 ンー ニン で ( 
こと を 知っ た か ら で あ り 、 泣 ッッ ン ン 2 人 0 いい iu WW 時 ーー 
いた の は 、 私 が その 姿 を 見 る た ド [ ピン / 
まで 生き て いな いこ と を 知っ 詩 
て いる か ら で す 。」 が 


















2 
還 5- 


ーー 







1 


1 9 王子 は 家庭 教師 の サバ ミッ タ に つき まし た 。 し か し 、 20 結婚 する 前 に 、 王 子 は 従兄 弟 た ちと 相応 する と 


お 后 夫 の 抽 で 凍 の 全 に 層 る ょ うに せり ぎし | いう こと を 証明 する た め 、 親 戚 に 自分 の 武芸 を 披露 し 計 
| 莉 委 「 層 上 間 な けれ ば な り ま せん で し た 。 " 






2 1 。 役 の 親戚 は 感動 させ 
られ まし た 。 


アク | | ガ / と 
る 四 つ の 光景 


Mj、、 2 3 ある 日 馬 に 乗っ て 外出 し た 時 、 王 子 は 心 を ひど く 動 揺 さ せ 

な 2 了 。。。 を 見 まし た 。 それ は 非常 に 年 老い た 人 、 病 人 、 人 間 の 死体 、 苦 行 僧 で し た 。 彼 

/ の き は 絶望 感 の 中 で 考え まし た 。 「 人 生 は 苦し み に 満 ち て いる 。 私 は これ ら す べ て 
多 の 苦しみ か ら 逃 れる 方 法 を 見 つけ よう と し な けれ ば な ら な い 。」 














4 


















そえ 


< 2 ンコ 
ー 





ー クー 
22 シッ ダッ タ 土 子 は いと こ で ある ヤ ソ ダラ 王女 を 妻 と し 
まし た 。 そ の 時 彼 は 1 6 歳 で し た 。 


ッ 4 、 ち ょ うど その 時 、 王 子 は 、「 殿 
下 、 奥 様 が た っ た 今 男 の お 子 様 を 御 出 
産 に な り ま し た 。 」 と 告げ られ まし た 。 


目 / 2 6 その 夜 遅く 、 王 子 は 、「 宮 殿 や 家族 か ら 離 れ て 、 


誰 も が 持つ 苦し み を 取り 除く 方 法 を 探し に 行か な けれ ば 


隊 細 | ならない 。」 と 心 に 決め まし た 。 


ーー 2 だ 





25 それ を 聞い て 、 王 子 は 、「 え 
っ 、 ラ フラ ! そ れ は も う ひ と つの 東 
旨 だ 1 」 導 考え まし た 。 そこで その 
男の子 は 彼 の 祖父 か ら ラ フラ と 名 づ 
7 られ まし た 。 





< 
0 ン と 
(。 こつ 
2 
8 
ゃ デー と 
SL 
で で と 。 ンー 

















2 7 王子 は 、 新 し く 生 まれ て きた 息子 を 素早 く 見 て 
考え まし た 。「 も し 私 が 息子 に 会 お やう と すれ ば 、 ヤ ソ 
ダラ は 目 を 覚まし て 私 が 出 て 行く の を 止め ある だ ろう 。 
まず 苦し み を 取り 除く 方 法 を 見 つけ て か ら 、 息 子 に 会 前 
Ei っ て よう 。 4 


上 『 2 8 「 チ ャ ン ナ 、 私 は 旅 に 出る の で 私 堪 
| の 馬 を 連れ て 来 な さい 。 」 と 言っ て 馬車 詩 
の 御 者 を 呼び まし た 。 


4 








へ し マー ルー 主 
に の 


「: 
) 






29 邪悪 な 神 、 マ ラ は 王子 を 止め よう ee 0 「 マ ラ 、 君 は 私 を 止め る こと は で き な 
と し まし た 。「 王 子 よ 、 行 く の は や め な 団 、 訂 要 | 私 は 旅 に 出る 。 私 は 苦し みか ら 逃 れる 方 
さい 。 七 日 間 の うち に あな た は 全 世 界 の Er を 見 つけ だ さ な け れ ば な ら な い の だ 1! | 
君主 に な る だ ろう 。」 コ 








31 夜 じ ゅ う 馬 を 走ら せな が ら 、 王 子 は 、「 チ ャ ン ナ 、 
今夜 は 満月 だ 。 」 と 言い まし た 。 


_33 主人 か ら 離 れる の を いや が っ 
て 、 チ ャ ン ナ は 、「 私 も 出家 させ て 
旧い だ だ きた い 。」 て 嘆願 し まし た 。 





「 は い 、 殿 下 。 辺 り 一 面 が 月 
の 光 で か が や いて いま す 。 非常 に き 
れい で す 。 これ は 縁起 の 良い し る し 
明 に ちがい あり ませ ん 。」 











帰っ て 、 
私 の 父 と 妻 に 私 の 出家 の こと を 知ら せな さい 。 | 

























3 6 この世 の 苦し みか ら 逃 れる 方 法 を みつ ける 上 で 、 
ゴー タマ 行者 は 教え を 受け る た め 非 常に 尊敬 され て いた 
- 人 の 宗教 上 の 教師 に 近づき まし た 。 そ し て 非常 な 早 さ 
で 彼 は その 教師 た ち が 教 え ね ば な ら な か っ た こと を すべ 
“ e 中 | 厚み 時 っ 。 と 

須 37 ある 日 彼 は 、「 他 の 人 に つい て 行っ 
| た の で は 答え を 見 つけ る こと は で き な い 。 
自分 自身 で 見 つけ な けれ ば な ら な い 。」 と 
和え まし た 。 





35 アノ マ 有 川 の 岸辺 で 、 シ ッ ダ ッ タ 王子 は 
頭髪 を 切っ て 行者 の 服 に 着替え そえ まし た 。 そ の 
時 彼 は まだ 29 歳 で し た 。 


38 そこ で 、 プ ー デ ィ サ ッ タ は 彼 の 教師 
か られ て 行き まし た 。 そ し て ネ ラ ンジ ャ 
ラ 川 に 来 ま し た 。「 こ こ は 了 想 する の に 良 
いと ころ だ 。 有川 に 近い し 村 に も 近い 。 」 












\ 
で 


3 9 ゴー ダマ 行者 は 彼 
の 問題 を 解決 する 方 法 を 
見 つけ よう と 非常 に 努力 
し まし た 。 そ を し で 考え ま 
| し た 。 「 私 は この 身体 を 
苦し め な けれ ば な ら な い 。 
それ が 苦し みか ら 頑 れ る ' 
1 ポー m/ プ フアン ルク 


し プ ) _ と る 





4 1 その 時 、 彼 は 苦痛 に 満ち た 修行 は 
自分 を 真理 に 少し も 近づか せ て は いな い 
と 判断 し まし た 。 そこで 役 は 再び 食べ 物 
を 品 に する こと に し まし た 。 


、 トー っ た 


こそ の 9 0 >、 sw: 





4 0 . 6 年 間 も の 長い 間 、 彼 は 自分 の 身体 を ひど 
く 苦 し め 、 気 を 失う まで 断食 し まし た 。 身体 は 骨 
と 皮 だ け に な り 死 の 一 歩 手前 に さえ な り ま し た 。 





42 ある 朝 早 く 、 プ ブ プー デイ サッ タ は 男の子 を 出産 し た ば か り の スジ ャ 
タ か ら 思 い が け な く ミ ルク ライ ス の 朝食 を 捧げ られ まし た 。 彼女 は 、 
「 私 の 応 い が か な っ て 男の子 を 出産 で きた よう に 、 あ な た も 求め て お ら 


43 この 食事 の 後 、 彼 は 近く の 川 に 行き まし た 。 そ し て 、 
も し 舎 り を 開く こと が で きる な ら ば 上 流 に 流れ て 行く よう に 
と 願 を か け な が ら 、 ス ジャ タ か ら 施 され た 鉢 を 川 の 中 に 投げ 











4 4 その 了 晩 、 彼 は 菩提 樹 の 下 に 座っ 
て 限 想 に ふけ り ま し た 。 


45 間もなく 、 政 悪 な 神 で ある マラ が 弟子 の 従者 を 連 
れ て ブー デイ サッ タ に 挑戦 し まし た 。 し か し 、 マ ラ は 彼 
が 人 悟り を 開く の に 成功 する こと を 止め る こと は で きま せ 
ん で し た 。 


47 それ か ら 彼 は プッ ダ ガ ヤ を 離れ 
て 、 初 め て 五 人 の 行者 に 説教 し た ベ ナ きき 、 細 
リス に ある デイ ア 公 園 に 行き まし た 。 ング // 


チー に も アー 





証 譲 4 8 その 五 人 の 行者 は 初め の うち は 駅 尊 に 従い まし た が 
上 その後 誤 解 が も と で 彼 か ら 離 れ て し まい まし た 。 彼 ら は 釈 
本 請 の 最 初 の 門弟 で あり 、 ゴ ー タ マ 和 尊 時 代 の 最初 の アラ ハ 
二 証 詳 議 レン | (聖人 ) で し た 。 その 説教 は 四 つ の 気 高 い 真理 と 八 の 8 
還 還 嗣 作 救 から な る 教え の 道 で し た 。 






46 釈尊 は ベ サ ク の 満月 の 日 に 悟り を 開く こと に 成功 し 
まし た 。 そ の 時 彼 は 35 歳 で し た 。 そ れ か ら の 七 週間 を プ 
ッ ダ ガヤ で 眼 想 し 、 問 題 か ら 解放 され た 無 上 の 喜び を 味 わ 
っ て 道 ご し まし た 。 

ee 









50 第 二 週 目 : 釈 尊 は 世界 に 感謝 の 念 を 教え まし た 。 一 
人 彼 を 保護 し た 菩提 樹 の 木 に 感謝 を 示す た め 、 一 週間 の 間 、 ま 
ば た きせ ず そ の 木 を みつ め た まま 立ち 続け まし た 。 


| 49 悟り を 開い た 後 の 最初 の 週 : 釈尊 は 深い 上 星 想 で 過ごし 、 す べ 
| て の 苦し みか ら 解 脱し た 混 黄 の 無 上 の 喜び を 味わい まし た 。 その後 、 


生命 の 無限 の 再生 を も た ら す 状態 に つい て 眼 想 し まし た 。 





51 第 三 週 目 : 和 釈尊 は 歩き な が ら 限 想 52 第 四 週 目 : 彼 は ラ タ ナ ガラ (特別 |1 53 第 五 週 目 : マラ の 娘 が 彼 を 誘惑 し 


| 人 数 の 教義 に つい て 考え まし た 。 な 部 屋 ) で 深く 了 眼 想 し て 過ごし まし た 。 よう と し た 時 、 彼 は アジ ャ パラ の 木の下 
( | で 想 し て いま し た 。 







その 時 か ら ず っ と 、 彼 
の 身体 か ら 6 色 の オー 
ラ が 発せ られ る よう に 
な り ま し た 。 






54 第 六 週 目 : 突然 暴風 二 が 起こ り 、 ひ どく 寒く な り ま し た 。 5 5 司 り の 後 、 第 七 週 目 に 小麦 粉 と 蜂蜜 の 最初 の 食事 を 
ナガ と いう 蛇 が 現れ 、 そ の 頭 部 で 嵐 か ら 釈 尊 を 守り まし た 。 と り ま し た 。 それは 二 人 の 商人 に よっ て 捧げ られ た も の で 
5 ル だ 











56 スリ ラン カ の 歴史 に よる と 、 和 専 は = 二 計 
スリ ラン カ に 行き まし た 。 一 度目 は マヒ ャ > 乾 員 
ナ の ヤッ カス (鬼神 ) の 間 で の 紛争 を 解決 る 
た めで し た 。 そ れ に より シン ハリ 族 が スリ ラ 計 
カ に 落ち 着く 道 が 切り 開か れ た の で す 。 





り ひ お ね ビン ビ サ ー ラ 王 は 、 和 駅 尊 の 

旧 最初 の 王室 の 保護 者 で し た 。 王 は 

上 衝 尊 に ウェ ル ワ ナ (竹林 精舎) 僧 = 
院 を 贈り まし た 。 


57 釈尊 が 争い を 止め た も う 一 つの 出来 事 は 、 釈 尊 の 親戚 で あ 
る サキ ャ スト と コリ ヤス が ロ ヒ 二川 を めぐ っ て 和 争 っ て いた 事 で し 
売 5 

Ca 9 ダ ) AN 2 


2 MG N KM 9 


【 結 




















= デーSCSfo セ ニニ = た ae 】6 1 ラフ ラ は 父 の 前 で か し こ 162 「 タ ナァ 。 基 と ー 
9 家 を 離れ て か ら 七 年 目 、 釈 尊 は カビ ピラ バ パト ウ に 帰 | 較 より な が ら 、「 親愛 な る お 父様 、 第 に 来 な さい 。」 と 駅 尊 
> て きま し た 。 そし て 父親 に 会 い に 行き まし た 。 へ 識 あな た の 影 で さえ 私 の 喜び で す 。 は 言い まし た 。 そ し て 7 

私 を 後 潜 ぎ に し て いた だ け ま せ 歳 の 息子 を 出家 させ まし 


ん で し ょ うか 。」 と 言い まし た 。 ! た 。 


ササ 

「 ラ フラ 、 あ の 方 が あな た の お 父様 で 
す 。 行っ て あな た を お 令 様 の 後継 ぎ に 
し て いた だ ける よう 頼み な さい 。」 と 
言い まし た 











6 3 釈尊 は 慈愛 と 供 に 知恵 で 満ち あふ れ て いま し た 。 彼 は 悟り を 開い た 後 の 4 
5 年 間 の 布教 中 に 、 多 く の 人 を 苦し みか ら 救 い 、 仏 教 の 教え を 人 々 に 伝え まし た 。 
ここ に いく つか の 物語 が あり ます 。 * ネ 印 の つい て いる 絵 に つい て は 、 物語 全 体 を 

ます 。 ee 拓 て 





sa 電 


に = < 


















65 釈尊 に は ナン ダ と いう 異父 兄弟 
が いま し た が 、 結 婚 の 日 に 出家 し て し 
まめ いま も し た 。 


6 4 ソ パ カ は た っ た 一 人 共 
同 墓地 に 捨て られ 、「 お お 、 
神様 私 を 助け て くだ さい 。 」 
と 嘆 題 し まし た 。 
















[ 〆66 スリ ラン カ へ の も うぅ 一 つの 訪問 の 時 中 
NN 、 依 は 、 駅 尊 は 貴石 で で き て いる 椅子 の こと で 雪 


還 上 1 で いた ー 人 の 王様 の 間 に 入っ て 仲裁 する 
隊 N 半 の 、 ケ ラニ ヤ に 行き まし た 。 そ し て こう 言い 
博識 還 ま し た 。「 あ な た が た は 怒っ て は な り ま せ 放 。 
辛抱 すれ ば 幸福 が や っ て きま す 。」 
















1 69 スッ ト ダ ー ナ 王 が 亡 < 
| な っ た 後 、 パ ジャ パテ ィ ゴ タ 
ミ 女 王 と ヤ ソ ダラ は 修道 女 に 
な り た いと 思い まし た 。 釈尊 
| を 見 つけ る た め 、 多 く の サ ケ 

婦人 と 共に ベ サ リ ま で 150 
マイ ル も 歩き まし た 。 駅 尊 は 
何 度 も 彼女 達 を 説得 し た 後 、 
も う 八 つの 規則 を 受け 入れ る 
な ら 、 と いう 事 で 同意 し まし 
ie 



















67 釈尊 に は 数 多く の 裕 
福 な 後援 者 が いま し た 。 そ 
の うち の ひと り は 、 和 駅 尊 が 
何 度 も 雨期 の 修行 を 過ごし 
た ジェ タワ ナ 寺 院 を 寄贈 し 
が オナ サナ グ だ ジン ジィ み た と 4 
人 で も た 。 







り 68 イナ タダ ゼン ディ カ 令 。 
「 ど うか この 僧院 を お 受け 

取り くだ さい 、 高 貴 な 方 。」 
と 言い まし た 。 



















4 


"0O 釈尊 は 辛抱 強く アラ ワカ の 質問 に 答え る 事 に より 、 残 酷 な 人 食い 朱 7 2 秋 尊 は ある 織物 職人 の 娘 が ちょ うど その 日 に 死ぬ こと を 予知 
snn ノ し 、 い ろ い ろ と 難し い 質 問 を し な が ら 彼 女 が ソ タ バテ ィ (聖人 の 第 
ら 陸生 和 ) 下 を ネ よ う 到 生か 5 あび まし か 

7 3 「 あ な た は どこ か ら 来 た 。 

の で すか 。 これ か ら ど こ に 行く 





75 裕福 な 女性 の 後援 者 で 
ある ビ サ カ は 、 有 名 な プ バ ラ 
マ 僧 院 の 寄贈 者 で し た 。 


7 1 「 お まえ に 質問 し ょ 、 

う 。 も し 答え られ な けれ ば 、 ーー て いい 凶 

わし は お まえ を ひど い 卓 に 誠人 較 | 敵 還 -。 還 和 諾 本 77 4 「 私 は 知 . 

し 5 で で あ 品 。」 ミ 間 By ヽ 欄 いり ま せん 。 私 は 

ま " " の ンク クジ ジニ 1 知り ょ せん 。」 

ーーー ユマ ング 2 寺 『、 当 ee / 林 

7 7 自分 を 島 む 教師 を 満足 させ 凍 較 「 | 
る た め 、 ア ング リマ ラ は 節 尊 に 目 4 「 中 上 II 上 。( 駅 尊 は 非常 に 同情 的 で あり 、 
め ら れる まで 、 和 十 人 近い 人 を 殺し NN ' ノノ / 還 還 愛 の ある 優し さ に 満ち て いた の で 、 
まし た 。 彼 は 後に アラ ハッ タ ( 最 中 クノ 酔っ た ゾウ の ナラ ギリ で さえ 手 な 
高位 の 聖人 ) に な り ま し た 。 で を づけ る こと が で きま し た 。 


7 8 「 も うた < く 
きみ だ 、 ア ング リ 
マラ 。 人 を 殺す の 
を や め て 、 り っ ぱ 
な 生活 を し な けれ 
ば ぱ ば ならない 。 」 





意 。 1 選 あ を 。 高 商 な 方 < 
この 僧院 を 受け 取っ て く 
だ さい 。」 








接 79 「 は い 、 
則 まな カー とう 
間 私 を 弟子 に し 
ee い 


81 ナラ ギリ は 、 か つて の 
和 尊 の 弟子 で 、 今 は 敵 と な っ 
た デバ ダッ タ に よっ て 放さ れ 
まし た が 、 て れれ は デバ ダッ タク 
自身 に 害 を 与え る こと に な り 





ノバ Z 4 Z 


お 助け くだ さい 。 私 は 悔い 改め 
まし た 。 助け て くだ さい 。」 






8 4 パタ チャ ラ は 家族 が 殺さ れ た 後 、 発 狂 し : 
し た 。 穫 尊 は 優し く 彼 女 を 何ら せま し た 。「 し - 
か り し な さい 。 あ な た は ニッ バーナ (すべ て の 人 
みか ら 解 放さ れる 境地 ) へ の 道 を 見 つけ る こと ヵ 
で きま す 。 
















笑い 釈尊 は 弟子 の 僧 介 達 に 病人 に 対し て 
は 同情 心 を 持つ よう に 指導 し まし た 。 「 病 
FN 
いる の で す 。」 











8 3 デバ ダッ タ は 何 度 も 
駅 尊 を 殺 そ うと し まし た 。 








その た め 、 彼 は アビ シ 地 獄 
記 衝 き まし た 。 


89 釈尊 も また プラ マ 
バカ の よう な 知恵 者 に 転 
も まし な だ 。 
















G6 キサ ゴ タ ミ は 釈尊 
に 、 彼 女 の 亡 く な っ た 息 本 時 
子 を 生き 返ら せ て くれ る 
よう に 頼み まし た 。 






欄 90 「 私 は 全て 
識 が ホ 久 的 な も の で 
ある 事 を 信じ て い 
ます 。 














SI トキ サエ ゴミ 、 劣 タウ 
輸 シ の 種 を 死ん だ 人 の いな い 
還 家 か ら 見 つけ まし た か 。」 

















を ネー キ 7 
NG 
ョ の は あり ませ ん 。 あ な た で 
回 さえ 、 生 と 老い と 死 の 支配 
ンー ピン 放せ で まお 。 ] 








9 到 導 放 梓 MeRIee か 店 
の 区 者 を 出さ な か っ た 
あり ませ ん 。」 









ーー テーーー ー ーー- ーーーーー ーーーーーーー ーー ーーーー 


9 4 釈尊 が それ は ほど 徳 の 高い 人 な の で 、 人 間 と 神 の 両方 が 彼 に 奉仕 
すべ くく 競い 合い まし た 。 か つて 釈尊 が 病気 に な っ た 時 、 天 の 神 の 王様 
サッ カ 和 上 自身 が みず か ら 看 護 の た め に や っ て 来 ま し た 。 





9 2 釈尊 は 金持ち で も 貧乏 人 で も 同じ よう に も て な し まし た 。 彼 に 
贈り 物 を し た 人 達 の 中 に は アン バ パ リ と いう 遊女 が いて 、 彼 女 は マン 














9 3 「 ど うか 、 私 の ささ や 
か な 贈り 物 を お 受け 取り くだ 
さい 。 』」 と アン ババ パリ は 言い 
まし た 。 






。_ be。 
95 「 そ れ は 私 の 義務 
で あり 、 あ な た に 奉仕 す 
る こと は 私 の 名 誉 な の で 
| す 、 高 貴 な 方 。」 


1 し Mt ま と 






















97 その 直後 、 弟 子 達 の 副 師 
僧 の モ ガ ラ ナ が 災 始 深い 敵 達 に 
よっ て 送ら れ て 来 た 暗 殺 者 に よ 
っ て メチ ャ メチ ャ に 切ら れ て し 
まい まし た 。 


96 和 尊 の 弟子 達 の 最初 の リー ダー 
の サリ プッ タ は 、 和 駅 尊 の 死 の 六 ヶ 月 前 
に この 世 を 去り まし た 。 


こい N1 99 ある 日 、 マ ラ は 釈尊 に 近 
ゃ S、 -。 づき 、「 あ な た の 死 の 時 が きま 
N し た 。」 と 言い まし た 。 


9 8 

親 を た た いて 殺し て し まい まし た 。 そ の 罪 の た め 、 
彼 は アビ シ 地 獄 で 長期 間 苦痛 を 味わい まし た 。 こ の 
世 で は 彼 は アラ ハン で あり まし た が 、 親 を 殺し た 排 
か ら 逃 げ る こと が で きず 、 残 酷 な 死に さら され な け 
れ ば な り ま せん で し た 。 
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100 「 お お マラ 、 吉 
びな さい 。 三 ヶ月 の うち 
に 私 は 死ぬ ね だ ろう 。」 











ゃ ーー ミ ーー ニー ニー ニー 

N102 包 笛 は 地球 上 に 真実 に そう で あり 、 苦 し みか ら 光 れる 真史 を 教 
える た め に 現れ まし た 。 彼 の 45 年 に 及ぶ 長く 成功 し た 布教 の 問 、 ゴ ー 

| ダマ 釈尊 は 、 布 教 の 使命 を 果たし 、 自 分 の 仕事 は 終わ っ た と 感じ まし た 。 


| 彼 は 自分 の 寿命 を 延 ば さ ない こと に し まし た 。 


| 
| 





の ネーーー、- 













: 


0 1 その 刀 尊 の 言葉 に 、 天 地 が 抗 譲 を し まし 
は 降り 注ぎ 、 雷 は 落ち 、 紹 喝 は 喝 り 軸 き まし た 。 







と ーー 


た 。 天 は 裂け 、 雨 | 











103 釈尊 に 最も 近い 血族 の ある 者 は 彼 よ り 前 に 亡くな っ て まい 
し た 。 その 中 に は 彼 の 門下 の 二 人 の 高僧 、 妻 の ヤン ダラ 、 養母 の パ 
ジャ パテ イ ゴ タ ミ 、 そ し て 息子 の ラフ ラ が いま し だ 。 





村 ク シナ ラ に 旅 を し て 終え る と いう こと を 主 し まし た 。 その こと を 心 
に と め て 役 は パ バ 村 か ら ク シナ ラ に 向かっ て 最後 の 6 マイ ル の 道 を 歩き 
通し まし た が 、 痛 み の た め に 5 回 も 休息 を と り ま し た 。 












ーー ーーー 


= 





104 釈尊 は パ バ で 最後 の 食事 を と り ま し た 。 その 食事 1 し 
の チュ ンダ に よっ て 提供 され た も の で し た 。 秋 尊 だ けが その 食事 を 
に し まし た 。 彼 は チュ ンダ に 自分 が 食べ 残し た も の を 土 に 埋め る 
よう 言い まし た 。 す る と すぐ に 釈尊 は 気分 が ひど く 〈 く 悪く な り 激 し い 
痛み を 感じ まし た 。 





ーーーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ーー ニー ニー デニー ニーーー 


デ 107 釈尊 の 25 年 に 及ぶ 個人 的 な 随行 者 で ある アナ ンダ は ひど 


106 クシ ナラ へ の 道 に 沿っ て 、 デ バス (天神 ) と その 他 の 天 本 中 
Ah | 泣き まし た 。 駅 尊 は 彼 を 団 め て 励ま し 、「 ア ナン ダ 、 十 分 だ 。 悲 
| 組 し た り 泣 いた り し て は いけ ませ ん 。 私 達 に と っ て 愛し く 楽 し いも 


人 花 を 振り 撤 き 音楽 を 演奏 し まし た 。 
畔 の 全て か ら 離 れ な けれ ば な ら な いと 私 は 君 に 言わ な か っ た だ ろう か 。 
君 は 多く の 功績 を 残し た 。 君 の 功績 に 傷 を つけ る よう な こと は や め 





10 8 ゴー ダマ 釈尊 の 永眠 の 場所 は クシ ナラ の 外側 に ある 公園 の 二 本 の サラ の 
木 の 間 に 置か れ た 寝 椅子 で し た 。 注意 深く 、 彼 は 右側 を 下 に し て 横 に な り ま し た 。 
それ か ら 彼 は 集まっ た 僧 但 達 に 告げ まし た 。「 も し あな た 方 の だ れ か が 釈尊 や ヤダ 
ンマ (その 教え ) や サン ガ ( 僧 介 達 の 社会 ) ある い は 宗教 的 な 儀式 の 方 法 に つい 
て 疑問 を 持っ て いる の な ら 、 私 に 質問 し な さい 。 私 が まだ ここ に いる うち に あな 
た 方 の 疑問 を は っ きり させ な いで いて 後 で 後悔 し な いよ うに し な さい 。」 三 度 釈 
間 は これ を 繰り 返し まし た 。 そ し て 黙 り ま し た 。 釈尊 は 続け まし た 。 「 あ ら ゆ る 
も の は 無常 な の で す 。 怠け る こと な く 〈《 く 修行 に 励み な さい 。」 この 最後 の 言葉 を 言 
い 終 わる と 、 釈 尊 は 深い 上 想 に 入り 、 間 も な く こ の 世 を 去り まし た 。 そ れ は 紀元 
前 543 年 5 月 の 満月 の 日 で し た 。 その 日 は ちょ うど 釈尊 の 8 0 歳 の 誕生 日 で も 





あり まし た 。 
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ノバ パカ は ラジ ャ ガ ハ 村 の 社会 的 に 低い 階層 の 両親 の 元 で 生ま れ ま し た 。 彼 の 父 は 彼 
が 未だ 赤ちゃん の 頃 に 亡くな り 、 彼 の 母親 は 再婚 し まし た 。 ソ パ カ の 継父 は 彼 を 非常 に 
嫌い まし た 。 或 る 日 、 彼 は ソ パ カ が 役 自身 の 息子 と 喧嘩 し た 為 、 ソ パカ に 向かっ て 激怒 
し また 。 ソバ パカ を 削 す る 為 、 彼 は ソバ パカ を 共同 墓地 に 連れ て 行き 、 ソ パカ を 死体 に 
縛り つけ て その 場 に 置い て きま し た 。 


ソバ パカ は 辺り が 暗く な る に つれ て 次 第 に 怖く な っ て 来 ま し た 。 彼 は 、 か な きり 声 を 上 ト 
げ て 助け を 求め 、 恐 ろ し さ の 中 で 裏 れ に も 泣き じゃ くり まし た 。 する と 突然 、 一 つの 明 
る い 光 線 が 彼 の 目 の 中 に 入っ て 来 ま し た 。 それ と 同時 に 役 を 慰め る よう に 、"” ソバ パカ 、 
君 を 助け て 上 げ る か ら 心 配 す る で は な い " と 優し い 声 が 聞こ えて 来 ま し た 。 


それ が 和 間 で し た 。 邊 尊 は ソ パ カ が 苦し ん で いる 所 を 見 て 彼 を 助け に 行き まし た 。 
釈 得 の 心 志 的 な パワ ー に より 、 彼 は ソ パ カ を ロー プ か ら 解 放す る 事 が で きま し た 。 そこ 
で 、 租 は ソ パ カ を 役 が いた ジェ タワ ナ 僧 院 に 連れ て 行く 為 、 前 に 向かっ て 光線 を 発し ま 
し た 。 ジェ タワ ナ に 到着 次 第 、 ソ パカ は 役 に 説教 し た その 釈尊 の 足元 に 身 を 投げ まし た 。 
その 説教 が 終わ っ た 後 、 ソ パカ は ソ タ バテ イ の 報い の パワ ー が 感じ 取り まし た 。 


と か くす る 内 に 、 ソ パカ の 十 親 が 彼女 の いな く な っ た 息子 を 大 慌て で 探し て いま し た 。 
絶望 感 の 中 で 、 彼 女 は 札 章 の 力 を 借り る 為 、 ジ ェ タ ワナ 僧院 に 行き まし た 。 そこ で 、 穫 
豊 は 役 女 に 救助 の 道 を 探さ ず に 子供 と その 他 の 血族 の 男の子 を 探す 目的 は どこ に も な い 和 旨 
説教 し まし た 。 その 説教 が 終わ る 頃 、 役 女 も 、 又 ソ タ パテ イ の 報い る パワ ー を 感じ 取り 
まし た 。 一 方 、 ソ パカ の 方 は 、 そ の 説教 に より アラ ハッ タ (仏教 の 道 の 最高 位 ) を 取得 
し まし た 。 その 時 、 彼 は 未だ た っ 7 歳 で し た 。 


ブー シン ググ = - デ 


ナン ダ 王 子 は 釈 意 の 異父 兄弟 で 、 そ の 秋 の 養母 で ちる パ ジ ャ パ テイ ゴ タ ミ の 足 子 で し 
た 。 ナン ダ 王 子 が 彼 の 聖 洋 受任 、 新 宅 開き 、 そ し て 結婚 を 祝う 事 に な っ て いま し た 。 そ 
の 釈 意 は 施 物 の 為 、 彼 の 家 に 入り まし た 。 彼 は 彼 の ボー ル を ナン ダ 王 子 に 与え て 人 彼 が 辛 
福 に な る よう に 願い 、 席 を 立ち 彼 の ボー ル を 持た ず に 離れ て 行き まあ し た 。 釈尊 に 対す る 
彰 散 の 念 か ら ナ ンダ 王子 は 敢えて そ の 釈尊 が 彼 の ボー ル を 持っ て 帰る よう に 頼み ませ ん で 
し た 。 従っ て 、 彼 は その 家 か ら 出 て 釈 尊 に 付い て 行く し か 方 法 は あり ませ ん で し た 。 役 
は その 釈尊 が 振り 向い て ボー ル を 取り に 来る も の と 期待 し て いま し た 。 し か し 、 役 の 期 
待 は 、 そ の 釈 意 が 心 に 止め て 歩き 続け まし た 事 か ら 打ち 砕 か れ ま し た 。 彼 は 、 彼 女 の パ 
ルコ ニー か ら 彼 の フィ アン セ が 、 私 の 師 僧 様 、 早 く 帰 っ て 来 て 下さ い "と 言っ て 彼 を 呼び 
出す の を 聞い た 時 、 心 を 痛め まし た 。 


その 僧院 に 到着 後 、 そ の 釈尊 は ナン ダ 王 子 に 、 役 が その 宗教 的 儀式 に 人 り た いか 合 か 妃 
ね まし た 。 その 釈尊 に 深く 敬い 、 ナ ンダ 王子 は 、 ノ ー と 言う 事 が 出来 ず 従っ て 役 は 仕 命 
され る 事 に 同意 し まし た 。 し か し 、 徹 は 非常 に 不快 に 思い 、 彼 は 彼 の フィ アン セ の 亜 を 
央 え 続け まし た 。 その 釈 章 は 、 ナ ンダ 王子 の 気持 ち を 読み 、 彼 を 正しい 道 に 向け る 計画 
を 考え まし た 。 4 は ナン ダ 王 子 の 所 に 、 王 子 に 天 人 の 聖霊 を 見 せる 為 、 天 国 の 地位 に つ 
か せま し た 。 上 に 上 る 途中 、 ナ ン ダ 王 子 は 焦土 化 し た 原野 に 焼き 果て た 切り 株 に まとい 
つい て いる 焼き 信 げ た メス の 鍵 を 見 せら れ ま し た 。 ナン ダ 王 子 が その 天国 の 地位 に 着い 
た 時 、 彼 は 、 彼 ら が 前 に 見 た 年 導 い た メス の 猿 と 彼 の フィ アン セ と 比較 し 、 天 人 の 漠 癌 に 
よっ て 非常 に 印象 ず け られ まし た 。 


羽 章 は 若 し 彼 が 教え られ た 通り に 彼 の 訓練 を 耐え られ な ら ば 、 天 人 の 聖霊 が 得 ら れる 事 
を 約束 し まし た 。 ナン ダ 王 子 は 、 そ の 事 に 熱意 を 持っ て 同意 し まし た 。 し か し 、 こ れ 
は 彼 を あざ け 笑 っ た その 他 の ビク フス の 耳 に 入り まし た 。 ナン ダ 王 子 は 彼 の 卑劣 な 動 機 
を 恥ず か し が る 一 方 熱心 に 勢力 し 、 結 果 的 に は アラ ハッ タ (最高 位 の 高僧 ) の 應 を 香 まし 
ea 
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ーー っ シテ デル 


アラ ワカ は 山林 の 中 の 洞穴 に 住ん で いて 人 を 食べ て 生き て いた 鬼神 で し た 。 或 る 朝 、 
釈尊 は 、 若 し アラ ワカ が 試練 を 生き 抜い て 来 . た と し た ら ア ラ ワ カ の 所 に 食物 と し て 送ら れ 
る 事 に な っ て いた 若い 王子 が 食べ られ て アナ ガミ に な る で あろ うと 予知 し 、 彼 を 救う 事 を 
決め まし た 。 そし て 和 尊 は 彼 を 中 止 さ せる 為 、 ア ラ ワ カ の いる 洞穴 に 行き まし た 。 ア 
ラ ワ カ は そこ に は いま せん で し た 。 釈尊 は アラ ワカ の 門番 で ある ガ ド ラ バ に 洞穴 の 中 で 
一 夜 過ごせ る よう お 願い し まし た 。 ガ ド ラ バ は 、 ア ラ ワ カ は 何時 も 神 の 会 合 に 出席 す 
る 為 、 雪 の 積もっ て いる 所 に 行っ て いて 、 又 、 ア ラ ワ カ は 極度 に 獲 久 で あり 、 彼 の 両親 で 
も 芝 八 し な か っ た 人 な の で 札 章 は 一 夜 洞穴 で 過ごす 事 は 考え る べき で な いと 斉 い まし た 。 


釈尊 は 彼 は 繰り 返し て 要求 し まし た 所 、 ガ ドラ バ は 釈尊 に 向かっ て 、 彼 は 彼 の 師 僧 に 知 
ら せ て その 和 二 の 積 も っ た 所 に 急行 し な けれ ば な ら な いと 言い まし た 。 釈尊 は その 住居 に 
入っ て 、 ア ラ ワ カ の 椅子 に 座り まし た 。 その 洞穴 の 中 に いた 女性 達 が 釈尊 に 挨拶 を し て 
秋 門 の 言う 事 を 聞く 為 、 回 り に 集まっ て 米 ま し た 。 


アラ ワカ が 、 ア ラ ワ カ の その 洞穴 に 釈 間 が 到着 し た と 言う 事 を ガ ド ラ バ か ら 聞 か され た 
時 、 役 は 砲 し 急い で 家 に 向かい まし た 。 途中 アラ ワカ は 、 ア ラ ワ カ の 洞穴 の 所 に 釈 逆 
が 米 た その 議 運 を 祝っ た 二 人 の 尼 神 に 出会い まし た 。 (その 二 人 の 晃 神 は ミー テイ ング の 
途中 、 釈 尊 を アラ ワカ の 場所 で 見 て その 釈 章 に 捧 拶 し まし た 。) それ が アラ ワカ を 一 層 
下 怒 さ せま し た 。 


帰宅 する と 直ぐ に 、 ア ラ ワ カ は その 釈尊 に その 洞穴 か ら 出 て 行く よう に 言い まし た 。 
釈尊 は 静か に その 言葉 に 従い まし た 。 アラ ワカ は アラ ワカ 自身 の パワ ー に 喜び を 感じ 
尊 に 又 来 る よう に 指示 する 事 に 決定 し まし た 。 釈尊 は その 言葉 に 再度 従い まし た 。 ア 
ラ ワ カ は 3 回 この よう に し 、3 回 釈尊 は それ に 従い まし た 。 四 回 目 に は 釈尊 は 、" 私 の 
友よ 、 も う 充 分 、 私 は 出 て 行き ませ ん 。 引 方 の 好き な よう に し て 下さ い 。" と 言い まし 
た だ っ 。 

リマ の 相 。" 貴方 に 一 つ 質 問 を し ま す 。 若 し 、 仁 方 が その 質問 に 答え られ る な ら ば 
私 は 貴方 の 気持 ち を 歪め る か 、 貴 方 の 心 を 裂く か 、 或 い は 私 は 貴方 の 足 で 連れ て 行っ て 川 
の 向こう に 投げ ます 。" と 言い まし た 。 


釈 意 は 、" 私 の 友よ 、 私 の 気持 ち を 倫 め た り 、 私 の 心 を 像 いた り 、 私 の 足 を 捕まえ て 行っ 
て 川 の 向こう に 投げ る 事 が で きる よう な 人 は この 世界 に は 一 人 も いま せん 。" と 答え まし 
7 。 
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アラ ワカ は 、 彼 の 四 つ の 事 で 質問 し まし た 。 彼 の 両親 は 釈 韻 で ある カッ サバ か ら そ の 
質問 と 回 答 の 両方 を 知り 、 彼 に それ ら を 教え まし た が 、 ア ラ ワ カ は その 回 答 を 忘れ て し ま 
いま し た 。 し か し 、 彼 は 金 第 で それ ら を 書き その 質問 を 保存 し 良好 な 状態 で 持ち 続け ま 
し た 。 その 数 多く の 最初 の 質問 は 以下 の 通り で し た 。 


" 人類 に と っ て 最も 大 き な 富 と は 何で あろ うか 。 部 達し た 場合 、 何 が 最大 の 壮 福 を も 
た ら す か 。 全て の 味覚 の 中 で 最も 良い も の と は 何 か 。 最良 の 生活 と は 何 か 。 


釈 音 は 、" 人 間 に と っ て 最も 大 き な 富 と は 忠誠 で す 。 その 正しい 教義 を マス ター し た 
と き に は 最大 の 下 福 を も た らし ます 。 本当 の 事 以 上 に 良い 事 は あり ませ ん 。 賢い 暮 ら 
し 方 は 人 生 の 最善 の 方 泌 で す 。" と 回 答 し まし た 。 


アラ ワカ は 、 次 に 、 釈 章 に 対し て 、′" どう 言う 具合 に し て 人 々 は その 洪水 を 横切っ て 渡 
り ま すか 。 如何 に し て 人 々 は 海 を 渡り ます か 。 どう 言う 風 に し て 間 し み に 耐 えま すか 。 
人 々 は 如何 に し て 兆 化 され ます か 。" と 質問 し まし た 。 


釈 意 は 、" 人 々 は 洪水 を 自信 も っ て 渡り ます 。 人 々 は 海 を 注意 し て 渡り ます 。 人 々 
は 多 力 し て 間 し み に 打 ち 勝 ち ま す 。 人 々 は 覧 明 さ に より 浄化 され ます 。" と 答え まし た 。 


アラ ワカ は 最後 に 、” 覧 明 さ は どう し て 得 ら れ ま すか 。 豊か さ は どう し た ら 見 つか り 
ます か 。 名声 は どう し た ら 得 られ ます か 。 どう し た ら 友 達 と 親密 に な れ ま すか 。 こ 
の 世界 か ら 次 に 行く 際 、 ど うし た ら 悲 し まず に 行け ます か 。" に つい て 質問 し まし た 。 


駅 章 は 、" 注意 深く 理解 力 の ある 人 が ニッ パー ナ に 導 か れる 純粋 な 人 々 の 駅 迎 の 教え を 
聞く 事 に より 賢明 さ が 得 られ ます 。 正確 に 且つ 熱心 に 物事 を する 人 が 豊か さ を 獲 得 し ま 
す 。 真実 に より 名 声 を 独 得 し ます 。 覚 大 き が 友人 と の 親密 さき を も た らし ます 。 忠誠 
心 を 持ち 四 つ の 美徳 、 つ まり 正直 さ 、^ 品 行 の 良さ 、 田 気 と 寛大 さき を 持っ て いる 者 は 死亡 彼 
悲し まな い 。 

釈尊 が 全て の 質問 に 答え た 時 、 彼 は アラ ワカ に 、 若 し 彼 が 満足 し な い 何 か が あっ た り し 
た 場合 に は 彼 は 他 の 僧 介 の 師 僧 に 頼ん で 自由 に 入れ る よう に する 事 で す と 役 に 言い まし た 。 

アラ ワカ は 彼 が その 回 答 に 全面 的 に 満足 し 、 誰 に も 頼む 必要 が な いと 喜ん で 感謝 し 庄 
を 強め て 言い まし た 。 それ か ら 彼 は トリ プル ジェ ム ( 三 つ の 宝玉 ) の 中 に 人 多 げ 込み 釈尊 
の 生命 の 長い 帰 伏 者 と な り ま し た 。 


座 踊 / 振 きま の つ 婦 ほ 


その 織 屋 の 娘 は 、 役 女 が 人 生 の 無常 と 死 の 不可 避 に つい て 釈尊 か ら 説教 を 聞か され た の 
は 1 6 歳 の 時 で し た 。 その 少女 は 、 そ の 場 で 人 間 は いつ で も 死神 に つい て 上 限 想 を し な け 
れ ば な ら な いと 言う 秋 韻 の 忠告 を 受け る 事 を 決意 し まし た 。 次 の 3 年 間 、 彼 女 は 昼夜 念 ・ 
入り に 死神 に か か わる 限 想 を 実行 し まし た 。 


或 る 日 、 そ の 駅 尊 は 、 彼 の 神 性 な る 目 で 世界 を 調査 し て いる 内 に 、 そ の 少女 の 心 は 彼 の 
教え を 理解 し よう と し て いる 事 を 知り まし た 。 そこ で 、 彼 は 彼女 を 見 つけ る 為 、 出 発し 
まし た 。 彼女 が 、 そ の 釈尊 が 町 に 来る 事 を 聞い た 時 、 彼 女 の 心 は 喜び で 満ち ちふれ 、 早 
速 、 彼 女 は その 釈尊 に 散 意 を 払い に 行き た く な り ま し た 。 し か し 、 そ の 時 、 彼 女 の 父 が 
彼女 に 父 の 使い 走り を する よう 言わ れ ま し た 。 し ぶし ぶ 彼 女 は 父 の 言う 通り 父 の 使い 走 
り に 同意 し まし た が 、 役 女 は その 使い 走り は 時 間 が 相当 に か か り 和 釈尊 の 説教 に は 間 に あ わ 
な く な る 事 を 知り まし た 。 


一 方 、 箇 章 は 尽 食 を 終 そ を て 、 役 の 説教 を する 準備 を 整え る 為 、 正 座 し まし た 。 し か し 
彼 は 、 そ の 少女 が その 会 淫 の 中 に いな い 事 が 解り 、 彼 は 、" 或 る 少女 の 為 に ここ に や っ て 
来 ま し た 。 し か し 今 の 所 まだ その 少女 が ここ に 来 て お り ま せん 。 その 少女 が 来 ま し た 
ら 説 教 を 始め ます 。" と 言い まし た 。 そこ で 一 - 斉 に その 会 上 は その 少女 が 米 る の を 待ち 
表 Va 


終 に 、 そ の 少女 は 彼女 の 仕事 を 終え て 父親 の 仕事 場 に 出掛け まし た 。 その 途中 で 彼女 
は その 会 雌 を 通り 過ぎ て 行き 釈尊 の 方 を 見 つめ て 立っ て いま し た 。 役 も 又 役 の 頭 を 上 げ 
て 彼女 の 方 を 見 つめ まし た 。 彼女 を 見 る その 釈尊 の 態度 で 彼女 は 釈尊 が 彼女 に 話し た く 
て 役 は 此 の 町 に 来 た その 最たる 理由 は 彼女 に あっ た 事 を 知り まし た 。 その 時 点 で 釈尊 は 
彼女 の 死 は その 日 に 起こ り そ う だ と 感じ 、 又 若 し 、 役 が 役 女 に 説教 し な か っ た と し た ら 、 
彼女 は 死ん で し まい 彼女 の 未来 の 出生 は 不 常 の も の と な る で あろ う 事 を 知り まし た 。 し 
か し 、 若 し 、 彼 女 が 彼 の 説教 を 聞い た と し た ら 、 彼 女 は 報い られ て 、 ツ シタ 天国 で 再び 精 
神 が 生 まれ 変わ る で し ょ う 。 軸 


その 少女 は その 釈尊 に 近 ず き 、 そ し て 航 韻 と その 少女 は 言葉 を 次 の 様 に 交わ し まし た 。 
"少女 あな た は どこ か ら 来 まし た か " と 尋ね まし た 。 酸 章 様 、 私 は 知り ませ ん 。『 
"貴方 は 何処 に 行く の で すか 。" "釈尊 様 、 知 り ま せん 。" "あな た 解ら な い の 
で すか 。" " 釈 意 様 、 解 り ま す 。" "解っ て いる の で すか 。" "釈尊 様 、 私 
は 解り ませ ん 。" 
ーー の = 


その 会 染 は 少女 が その 釈尊 に 向かっ て 適切 に 答え な か っ た 為 、 い や な 感情 を 受け まし た 。 
会衆 は 、 そ の 少女 は 、 彼 女 が どこ か ら 来 た の か と 聞か れ た ら 、 少 女 は 繊 性 の 家 か ら 米 た と 
笑え る べき で あり 、 又 、 何 負 に いく の で すか と 聞か れ た ら 、 少 女 は 織 屋 の 家 に 行き ます と 
答え る べき で ある 感じ 収 り ま し た 。 


釈 章 は その 少女 に 少女 の 回 答 を 説明 する よう 尋ね まし た 。 そこ で 、 少 女 は 、" 釈尊 様 、 
貴方 は 私 が 私 の 父 の 家 か ら 来 た 事 を 知っ て いた で し ょ う 。 で すか ら 私 に あな た は どこ か ら 
きま し た か と 質問 する 事 は 此 の 生活 に 入っ て 生ま れ て 来る 前 私 が どこ に いた か と 言う 意味 
する 事 に な り ま す の で 私 は 貴方 の 質問 に 対し て 私 は 知り ませ ん と 答え た の で す 。 又 貴 方 
が 私 に あな た は どこ に 行く の で すか と 言っ た 質問 を し た 場合 、 そ の 意味 は 私 が 死亡 し た 後 、 
どこ で 再び 生ま れ 変 わっ て 来る の か と 言う 意味 で す の で 私 は 知り ませ ん と お 答え し まし た 。 
従い まし て 、 そ の 二 つ っ の ご 質問 に 対し ま し て は 私 は 返事 の し よう が 御座 いま せん 。" と 言 
いま し た 。 


釈 間 は 彼女 の その 答え は 正確 で ある と 褒め まし た 。 そし て 役 は 、" 何時 私 が 、" あな 
た は 知ら な い " と 玩 ね た 時 、 あ な た は どう し て 、" 私 は 知っ て いる "と 答え 、 私 が あな た 
に 、"” あな た は 解っ て いる " と 言う と あな た は 、" 私 は 解ら な い " と 答え まし た 。”" と 壮 
まし だ 。 


その 少女 は 、" 師 僧 様 、 私 は 、" 私 は 解り ます " と 答え まし た 。 その 理由 は 私 は 必ず 
死ぬ と 言う 事 が 解っ て いる か ら で す 。 し か し 私 は 、" 解り ませ ん "と 人 答え まし た 。 なぜ 
な ら 、 そ れ が 何時 に な る か 解ら な いか ら で す 。" と 言い まし た 。 その 釈 意 は 彼女 の その 
ー っ の 回答 が 正確 で ある と 再度 褒め 、 そ し て 会 衆 に 対し て 彼女 の 回 答 を 誤解 し な いよ うに 
中 し まし た 。 そし て 釈尊 は 詩 を 下記 の 様 に 発表 し まし た 。 


何人 か は 丁度 鳥 が 巣 か ら 人 逃げ て 行く よう に 天国 に 去っ て 行く 。 
それ に よら りら 少女 は その フル ー ツ の 中 で 沙 ち 着き まし た 。 その 日 の 後に その 少女 は 父 の 
織機 の 先端 に よっ て 刺さ れ て し まし まい 、 釈尊 が 予言 し て いた 通り 負っ た 傷 で 死 ビ し まし 


た 。 そし て 、 彼 女 は ツ シ タ の 天国 で 再び 生ま れ 変 わり まし た 。 


ププ nr 2 の ZZ 0 ここ デラ 


アン グリ マラ は コ サ ラ の 王様 の チー フリ ー ダ ー の 息子 で し た ,。 彼 の 元 の 名 前 は ア ヒ ン 
サカ と 言っ て 罪 の な い 人 物 で し た 。 彼 は 成年 に な っ た 時 、 彼 は 勉学 の 為 、 タ ッ ク シ ラ 大 
学 に 送ら れ ま し た 。 アァ ヒン サカ は 非常 に 良く や っ た 事 か ら 役 の 同級 生 は 始 み に 取 り 付 か ・ 
れ ま し た 。 彼ら は 役 に 対し て 陰謀 を 企 て 、 そ の 教師 に ア ヒ ン サカ が 彼 の 妻 と みだら な 行 
人 為 を し て いた と 思い 込ま せる 事 に 成功 し まし た 。 . そ の よう に 彼 の 心 の 中 に 刻み 込ん だ 事 
か ら 彼 は ア ヒ ン サカ を 殺し て 貰う 事 に 決定 し まし た 。 


いつ も 同じ よう に その 日 、 そ の 師 僧 は 役 の 授業 料 を 設定 する 資格 を 与え られ まし た 。 彼 
は ア ヒ ン サカ に 彼 が 彼 の 授業 料 と し て 1 0 0 0 本 の 右 指 を 希望 し まし た 。 

ア ヒ ン サカ は ショ ッ ク を 受け て 、 若 し 役 が 彼 の 指令 に 従わ な い 場合 に は 、 呪 われ る で あ 
ろう と 肖 告 し た 役 の 師 僧 に 思い と ど ま せ よう と し まし た 。 そこ で ア ヒ ン サカ は し ぶし ぶ 
武 益 を も っ て 、 彼 の 殺害 を 開始 する 為 、 山 林 の 中 に 入っ て 行き まし た 。 間もなく 、 彼 は 
そこ ら 中 破壊 し て し まい まし た 。 彼 が 殺し た 人 達 を 追跡 し て 行く 為 、 ア ヒン サカ は 彼 の 
得 牲 者 の 指 を 花輪 に 結び つけ まし た 。 その後 、 彼 は 、 指 の 花輪 の 人 間 、 ア ング リマ ラ と 
呼ば れ ま し た 。 


王様 は 彼 の 搾取 に つい て 聞き 、 彼 を 抽 ら えた か っ た 。 アン グリ マラ の 母 は それ を 聞い 
た 時 、 彼 女 は 、 彼 女 が 彼女 の 息子 に 般 告 し な けれ ば な ら な いと 思い -- 人 で 山林 に 向かっ て 
歩い て 行く 事 に 決心 し まし た 。 方 、 ア ング リマ ラ は 辛抱 強く 彼 の 最後 の 犠牲 者 を 待っ 
て いま し た 。 彼 は 、 役 が 既に 999 本 の 指 を 持っ て お り 彼 の 聖 職 の 任務 を 終了 する まで 
待つ 事 は 出来 な い 事 を 知っ て いま し た 。 


箇 尊 は 彼 の 神 性 の 上 日 で その 世界 を 調査 し 、 ア ング リマ ラ が その 人 生 の 中 で アラ ハッ タ 
(高僧 の 座 ) を 取得 出来 る 可能 性 を 持っ て いた 事 が 解り まし た が 、 若 し 彼 が 彼 の 母 を 殺害 
し た ら そ れ は 出来 な い 事 に な り ま す 。 衣 れ みか ら 役 は アン グリ マラ を 助け る 事 に し まし 
た 。 従っ て 、 彼 は 閑 林 に 行っ て 、 役 は 、 丁 度 彼 の 母親 を 道 の 途 中 で 待ち 伏せ する よう に 
し て アン グリ マラ を 途中 で 捕らえ そえ まじ た 。 アン グリ マラ は 釈 に より 心 を 乱 さ れ 手 に も っ 
て いた 彼 の 全て の 武器 を も っ て 役 を 追い か け ま し た 。 その 釈尊 は アン グリ マラ が 彼 の 近 
くに 来 な い 事 を 望ん で お り ま し た の で 役 は 出来 る だ け 早 く 懸 命 に な っ て 、 注 意 深く ゆっ く 
り と 歩く よう に 思わ れ た 釈尊 に 追い つか な いよ うに 役 か ら 遠 ざか る よう に し まし た 。 

終 に アン グリ マラ は 狼 名 し て 、" 止ま れ 、 釈 音 、 君 、 止 まれ " と 叫び まし た 。 乱 尊 は 
振り 向い て 、" 私 は 止ま っ た 、 君 は 止ま っ て いな い " と 言い まし た 。 する と アン グリ マ 
ラ は 直ぐ に 止め て 釈 間 に 説明 する よう に 要求 し まし た 。 

Mg 


釈 尊 は 、" アン グリ ラマ 、 私 は 常に 停止 し て いる 。 な ぜ な ら 私 は 誰 に も どん な 害 で も 与 
えな いよ うに 謎 ん で いる か ら で す "と 答え まし た 。 貴方 は どう か と 言え ば 、 引 方 は 生き 
神 を 貴方 自身 で 害 を 与え る 事 を 抑制 し な か っ た 。 だ か ら 私 は 、" 私 は 停止 し て いる けど 
貴方 は 停止 し な か っ た "と 言い まし た 。 


即座 に アン グリ ラマ は 、 そ の 駅 意 が 言っ た 事 を 理解 し 彼 が 持っ て いた 武器 を 投げ 捨て ま 
し た 。 釈尊 の 足元 に 身 を 伏せ て 、 彼 を 聖職 に つけ る よう 組 願 し まし た 。 そこ で 釈尊 は 、 
"弟子 よ 、 こ ちら に 来 な さい " と 言い 、 即 その 場 で アン グリ マラ は 僧 介 に な り ま し た 。 
釈 間 は アン グリ ラマ を 彼 の 僧院 に 連れ て 帰り まし た 。 


信介 に 入っ て か ら 、 生 活 は アン グリ マラ に と っ て 容易 で は あり ませ ん で し た 。 役 が 役 
の 施 物 を 持っ て 回 し て 歩い て いた 時 、 彼 は 前 の 犠牲 者 の 親戚 の 人 送 に 攻撃 され 血 を 流し な 
が ら 時 折 、 僧 院 に 帰っ て 来 ま し た 。 釈尊 は アン グリ マラ に 向かっ て アン グリ マラ が 有 有 人 錦 
わな けれ ば な ら な か っ た 悪事 に 対す る 資 任 か ら 来 た も の で ある か ら 臣 慢 する よう に 忠告 し 
5 ん だ 。 


施 物 を 持っ て 回 っ て いた 或 る 日 、 ア ング リマ ラ は 強度 な 苦痛 を 伴っ た 婦人 に 道明 し まし 
ーー 可哀想 に 思っ た 彼 は アン グリ マラ の 教え を 彼 に し て くれ た 駅 尊 に その 事 を 報告 し ま 
し だ 。 


" お嬢様 、 私 は アリ ヤン の 一 族 と し て 生ま れ 、 私 は どん な 生き て いる 人 々 の 生活 を 意識 
的 に 壊し た 事 は あり ませ ん 。 この 真理 に より 、 あ な た の 痛み が 治り 、 あ な た の お 子 様 も 
すこ や か で あり ます よう お 祈り し ます 。「 


アァ ング リマ ラ は その 教え を 学び 、 そ の 婦人 の 所 に 行っ て 真理 に つい て の 祈 笠 文人 作り まし 
た 。 する と その 婦人 は 、 非 常に 気 を 落ち 着け て 直ぐ に 子供 を 出産 し まし た 。 


で 


や が て 、 ア ング リマ ラ は アラ ハッ タ (高僧 ) に な り ま し た 。 


ae 3 () 二 


キサ ゴ タ ミ は サバ テイ 村 の 百 万 長者 の 息子 の 妻 で し た 。 或 る 日 、 彼 女 の た っ た - 一 人 の 
子供 が 突然 亡くな り ま し た 。 彼女 は 悲し み に 打 た れ 、 そ の 子供 を 腕 に 抱き 釈尊 の 所 に 泣 
き な が ら 走 っ て 行き 、” 師 僧 様 、 私 の 息子 を 救っ て 下さ い 。 何 か 良い 薬 を 上 げ て 役 を 治 ・ 
し て 下さ い " と お 願い し まし た 。 


"はい 、 お 災 様 、 私 は その 方 法 を 知っ て いま す が 、 あ な た も 私 の 手助け を し な けれ ば な 
り ま せん 。 サバ テイ 市 に 帰っ て 、 誰 も 死ん で いな い 家 族 か ら 少 量 の カラ シ の 種子 を 貰っ 
て 来 な さい 。 そ の カラ ン の 種子 が 貴方 の 子供 の 為 の 薄 で す " と 釈 間 は 言い まし た 。 


キサ ゴ タ ミ は 大 喜 び で サバ テイ 市 全土 を 探し 歩き 回 り ま し た 。 死に 物狂い で 彼女 は 家 
か ら 家 を 回 っ て 、" 貴方 の 家 に 死亡 され た 方 は お りん せん か 。 若 し 、 い な いよ う で し た ら 
私 の 子供 を 生き 返ら せる 為 、 少 量 の カラ シ の 種子 を 戴 け ま せん で し ょ うか " と 頼ん で 歩き 
まし た 。 し か し 、 彼 女 の 行っ た 所 で は どこ で も 、 彼 女 に や さ し く 、"” いい え 商 様 、 死 に 
邊 が 私 送 の 息子 、 娘 、 母 親 、 父 親 を も っ て 行っ て し まい まし た 。 


そこ で 、 キ サ ゴ サミ は 、 そ の よう な 事 、 つ まり 、 そ こ に は 出産 が あり 又 そ こ に は 死 が な 
けれ ば な ら な いと 言う 事 を 知り まし た 。 彼女 は 優し くそ の 子供 の 死体 を お 墓 の 中 に 寝 せ 
て 穫 尊 の 所 に 帰っ て 来 ま し た 。 する と 算 尊 は 、" カラ ン の 種子 を 見 つけ て 来 ま し た か " 
と 尋ね まし た 。 


” 師 僧 様 、 そ の 必要 は 亡くな り ま し た 。 和 師 僧 様 、 私 を 葬 け て 下さ い 。 今 私 に 綴 わ り 
付い て いる 苦痛 を 取り 去っ て 下さ い " と 彼女 は 言い まし た 。 する と 釈尊 は 、 ど うし て 、 
この 世界 に ある 全て の 愛 慕 心 は 私 達 に 何 度 も 生ま れ 変 えら せる の か に つい て 話し まし た 。 

それ を 聞い て 、 キ サ ゴ タ ミ は 尼僧 の 世界 の 第 二 位 に 入り まし た 。 そこ で 彼女 は 俗 生活 
を 描 て て 尼僧 と し て 聖職 を 得 ら れる 許可 を 与え て 下さ る よう に 頼み まし た 。 彼女 は 非常 
に 勤 旭 家 で し た 。 或 る 夜 、 オ イル ラン プ の 中 の 送 の 明る い 光 り を じっと 見 つめ て 座っ て 
いる 内 に 、 彼 女 は 全て 力 と 言う も の は 時 的 な 性 質 の も の で ある 事 を 知り まし た 。 
そし て 役 女 は アラ ハッ タ ( 高 尼僧 ) の 座 を 取得 し まし た 。 


クアラ ーー ンー シン 


バタ チャ ラ は サバ テイ の 村 の 百 万 長者 の 甘やかさ れ て 育っ た 奇 肛 な 娘 で し た 。 見 合 
い 結 婚 の 前 夜 に 彼女 は 彼女 の 召し 使い の 内 の 一 人 と 駆け 落ち し まし た 。 人 彼 と 一 緒 に 役 女 
は 非常 に 困難 な 生活 を 送り 苦し み ま し た 。 彼 等 は や が て 子供 も つよ うに な り ま し た 。 


彼女 の 第 2 回目 の 妊娠 中 、 パ タチ ャ ラ は お 産 の 為 、 役 女 の 両親 の 家 に し きり に 帰り た い 
と 思っ て いま し た 。 彼女 は 繰り 返し 彼女 の 夫 に 両親 の 所 に 行か せ て 貨 お うと せ が み まし 
た 。 し か し 、 彼 は それ を 拒否 し まし た 。 彼 は 、 婚 如 に よっ て 出来 た 親戚 の も の に 酷い 目 
に あわ され る 事 を 恐れ て 如 成 の も の に 敢えて 顔 を むけ よう と し ませ ん で し た 。 パタ チャ 
ラ は 役 が いな く な る まで 待っ て 彼女 の 両親 の 元 へ 一 人 で 行き まし た 。 し か し 、 役 は 彼女 
が 陣痛 に 入ろう と し て いる 途中 で 彼女 に 何と か 追い つこ うと し まし た 。 そこ で 彼女 の 夫 
は 彼女 を 引き 留め て も 無 意 味 で ある と 決断 を 下 し まし た 。 変わ り に 役 は 小さ な 一 区 画 の 
土地 を その 時 、 丁 度 吹 き 荒 れ 出 そう と し て いた 凌 風 か ら 彼 女 が 避 難し 休め る よう に する 為 、 
せっ せよ ょ 奇 用 に し よう と し て いま し た 。 その よう に し て いる 間 に 役 は 毒蛇 に か まれ て そ 
の 場 で 死亡 し て し まい まし た 。 パタ チャ ラ は 彼 の 死に 気 ず まき ませ ん で し た 。 役 女 は 役 
が 帰っ て くる の を 待っ て いる 間 に 2 番 目 の 息 子 を 出産 し まし た 。 彼女 が 役 を 探し に 出 掛 
け て 朝 に な っ て 初め て 彼 の 死体 を 発見 し まし た 。 | 


深い 非 し み に 暮 れ 、 彼 女 は 一 人 で サバ テイ 村 に 帰る 事 に し まし た 。 彼女 は 前 の 晩 に 風 
で 増水 し 渦 状 い て いた その 有川 を 渡る ろう と し まし た 。 し か し 、 彼 女 は 二 人 の 子供 を 抱え て 
いて は 、 川 を 渡る の は 難し いと 判断 し まし た 。 そこ で 彼女 は 先ず 赤ちゃん と 一 緒 に 川 を 
渡る 事 に し 、 長 男 に その 堤防 の 側 に 座っ て 遊ん で いる よう に 言い まし た 。 彼女 は 川 を 渡っ 
た 後 、 赤 ちゃ ん を 堤防 の 上 に 置き 長男 の 所 に 歩い て 川 を 渡っ て 行き まし た 。 彼女 が 川 を 
半分 程 渡っ た 丁度 その 時 、 彼 女 は 突然 薄 る 音 を 聞き まし た 。 そこ で 彼女 は 振り 返っ て 見 
た 所 、 鷹 が その 赤ちゃん を 運ん で 行く 所 で し た 。 早速 彼女 は 手 を ふり か ざし て その 符 を 
追い 払い まし た 。 も う 一 方 の 堤防 の 上 に いる 長男 は 彼女 が 彼 を 呼ん で いる も の と 思い 、 
彼女 の 所 に 向かっ て 川 の 中 に 飛び 込み 洒 死 し て し まい まし た 。 


彼女 の 夫 と 二 人 の 子供 を 亡くし た 事 で 涙 を 流し 嘆き 甘 し みな が ら 彼 女 は サパ テイ に 向かっ 
て 歩い て 行き まし た 。 そこ で 彼女 は 見 知ら ぬ 人 か ら 彼 女 の 両 親 と 彼女 の 兄弟 が 昨夜 の 風 
で 家 が その 風 の 後 で 家 が 破壊 され て 亡くな っ た 事 を 知ら され まし た 。 人 役 等 は 既に 火 例 さ 
れ て いま し た 。 バタ チャ ラ は 気 が 狂 っ て 泣き な が ら そ し て 嘆き 悲し みな が ら 人 道路 を は い 
ずり 回 り ま し た 。 
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丁度 その 時 、 集 会 で 説教 し て いた 釈 章 が 彼女 を 見 て 彼女 に 彼 の 方 に 来 さ せよ うと し まし 
た 。 パタ チャ ラ が 近 ず いて 来 た の で 役 は 、" 妹 よ 、 何 も 怖い 事 は な い 。 あな た を 守っ 
て 指導 出来 る 人 の 所 に 君 は 来 た の で す " と 言い まし た 。 早速 、 パ チャ ラ は 気 を 取り 戻し 、・ 
目 分 が 半分 簡 で あっ た 事 に 気がつき まし た 。 彼女 は 恥ず か し く な っ て し ゃ が みこ み ま し 
た 。 或 る 一 人 の 親切 な 見 知ら ぬ 人 が 彼女 に 向かっ て 外 衣 を 投げ て や り ま し た 。 彼女 は 釈 
尊 の 足元 に 身 を 伏せ て 彼女 の 道 遇 し た 痛ま し い 話 に つい て 語り まし た 。 釈尊 は 彼女 を 励 
まし 、 そ の 死に つい て 甘 し み 嘆 いて 見 て も 意味 は な い 。 " 君 は 実際 の その -- 連 の 出来 事 
で 、 あ な た は 、 あ な た の 忌 子 、 夫 、 両 親 と 兄弟 の 死 で 沢山 涙 を 流し まし た 。 既に 此 の 世 
を 去っ た 人 達 に つい て 心配 し 過ぎ な いよ うに し な さい 。 心 を 清め な さい 。 そ うす れ ば ニッ 
バー ナ へ の 道 を 見 つけ る 事 が 出来 ます 。" と 釈尊 は 彼女 に 斉 い まし た 。 そう 言っ た 後 、 
彼 は 彼女 に 説教 し 、 彼 女 は サタ パテ イ の 成果 を 悟り まし た 。 


感謝 の 意 を 表し 、 パ タチ ャ ラ は 聖職 に つけ る よう に お 願い し 、 尼 僧 の 身分 に な り ま し た 。 
或 る 日 、 水 桶 の 水 で 足 を 洗っ て いる 最 中 に 彼女 は 水 の 流れ を 見 つめ て 物事 は 非 氷 久 的 で あ 


る 事 が 解り まし た 。 その 直後 、 パ タチ ャ ラ は アラ ハタ ( 高 尼僧 ) の 座 に つき ま し た 。 
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